
  

 

 

 

 

 

                         「紫外線 子どもの肌と目 特に注意」         

                    「ザ・タバコ」  

                      「熱中症にご注意を」 

 子どもの肌と目 特に注意 

 紫外線（ＵＶ）は、波長の長さにより、Ａ、Ｂ、Ｃの三つに分類されます。地表に届く紫外

線の約９割はＵＶＡで、肌を黒くし、シミやしわの原因になります。地表に届く量は少ないで

すが、より有害なのがＵＶＢで、皮膚がんの原因にもなります。ＵＶＣは、上空のオゾン層に

吸収され地表には届きません。紫外線は害がほとんどで、浴びた積み重ねが後々の健康に影響

します。 

 特に、子どもの皮膚は、紫外線を通しやすく細胞分裂も盛んなため、子どもの頃大量に紫外

線を浴びた人は、発がんリスクが高いそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紫外線は目の病気にもつながります。白目が黒目に進入する翼状片や白内障などが知られて

います。雪や水面からの反射など、強い紫外線で目の充血や痛みが起こる紫外線角膜炎もあり

ます。紫外線の目の症状は、一度なってしまうと治せないので、若い頃から予防が大切です！ 
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「まちのくすりやさん」に関するご意見ご要望をお寄せ下さい。お待ちしております。 

           熱中症にご注意を！！ 
高齢者の注意点 

  ・のどがかわかなくても水分補給をするようにして下さい。 

  ・部屋の温度をこまめに測るようにして下さい。 

 

幼児の注意点 

  ・東京都心で気温が３２．３度だった場合、５０㎝ぐらい（幼児の身長）

は、３５度を超え、また、さらに地面近くの５㎝は、３６度以上にな

ると言われています。 

大人が暑いと感じている時は、幼児はさらに高温の環境にいます。 

こまめに   を補給しましょう 

 

        女性の喫煙について 

  

妊娠への喫煙の影響は？ 

 妊娠しにくい状況になります。男性の精子に奇形が生じたり、受精を

妨げるという研究報告もあります。女性が流産する確率も高まります。 

血液中にニコチンが入ることが大きな原因。ニコチンには発がん性、催

奇形性（奇形を引き起こす性質）があります。こういった症状が必ず引

き起こされるわけではありませんが、一因になり得ると考えられます。 

 

出産後は吸ってもＯＫ？ 

 受動喫煙により、子どもに影響が出ます。集中力が欠けてしまったり、

耳や鼻、喉、皮膚の病気になることもあります。喫煙者の呼気にニコチ

ンが含まれるため、喫煙者が添い寝するだけで様々な障害が出る可能性

があります。乳幼児突然死症候群（SIDS）のリスクも高まります。また、

母親が喫煙している場合は、母乳もタバコのにおいがすると言われてい

ます。 
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